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①掲載の写真はオプションを含んでおります。　②機械の外観及び仕様は改良のために予告なく変更することがあります。　③無断転載を禁じます。

大型射出成形機のリーディングカンパニーである宇部興産機械は、ニイガタマシンテクノ社との共同開発により、1999
年に当時、世界最大のMD850S-Ⅲを上市、2003年S-　シリーズにバージョンUPし、さらに2006年に
MD3000HWS-　を上市。常に他社にさきがけ最先端技術を盛り込んだ新シリーズを投入してまいりました。そして大型
全電動式射出成形機の基本性能“Value”を革新したS-　シリーズがここに誕生しました。

高剛性・ワイドプラテン型締構造

電動式安全ドア自動開閉装置

グリース低減新型ボールネジ

精密・安定射出装置

ボックス構造とＦＥＭ解析を
最大限活用し、プラテン及び
マシンベースの剛性を大幅
に向上させました。特にプラ
テンはたわみ量を従来機比
60%も低減させることで、バ
リレス化を実現するととも
に、さらに従来よりワイド化す
ることで、より大きな金型を
搭載することができ、クラス
ダウンも可能となります。

操作側の安全ドアの自動開閉装置に電動式を採用し、かつ標
準装備としました。スムーズかつ迅速な動作で、作業性向上に
貢献します。従来機より60％速度アップ。さらに成形機本体は
エアーが不要となります。

射出ユニット摺動部にリニアガイドを採用し、摺動抵抗を低減
し、射出速度の応答性を向上しました。サーボアンプの応答性
能向上とともに、よりきめ細かい射出制御が可能となります。

S-　シリーズでの使い良さをそのままに、さらに機能向上をはかりました。 
操作性、視認性、耐久性を向上させたタッチパネルディスプレーを採用しました。

高応答サーボシステム

卓越した省エネ性能

充実の装備、コントローラー

最新オールデジタルサーボシステム搭載により、従来より高応
答制御が可能です。サーボアンプ間の通信に光ケーブルを採
用し、外乱、ノイズにさらに強くなりました。さらにコンパクトか
つ冷却効率も向上し、信頼性を向上しています。

サーボモーターの減速時に発生する電力をS－　では一部のみ回生し
ていましたが、S-　ではすべて電源へ回生することにより、付帯装置等
で消費され、工場全体の電力を削減でき、CO₂削減に貢献します。

射出・計量設定画面
（最大10速10圧設定）

型締・押出設定画面
（型開閉は最大6速設定）

バレル温度設定画面
（ノズル2、バレル5ゾーン）

低騒音カバー＆ベルト

従来機に比べ騒音も大幅に低減し、作業環境向上に貢献しま
す。

シール性を向上させた新型
ボールネジを採用すること
により、グリースの消費量を
90％低減させ、かつ耐久
性が向上しました。さらにグ
リース飛散が低減され、クリ
ーンな状態を保てます。
トグル部及び押出に採用し
ました。

ボールネジ（高密封シール部）

クロスヘッド

ガイドロッド

防音材＋吸音材

射出波形画面
（速度、圧力の設定、実測表示、
重ね書きも可能）

型締波形画面
（速度、型締力の設定、実測表
示、重ね書きも可能）

メンテナンス画面
（潤滑動作設定や稼働時間確認）

生産モニター画面
（24項目のデータを1000ショ
ット表示可能）

バルブゲート設定画面（オプション）
（スクリュー位置や射出開始タ
イマーでの設定が可能）

ホットランナー温度設定画面
（オプション）
（設定値、実測値、断線警報表示
も可能）
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